
 

 

兵庫県立人と自然の博物館 協力事業 

講演会 「兵庫の恐竜たち」 

日時 ３月２２日（土）10：3０～11：30 

場所 市立図書館 ２F視聴覚室  参加費 無料  定員 ６０名 

内容 

 兵庫県では、丹波地域と淡路地域から恐竜化石が発見されており、特に丹

波地域では新種の恐竜が続々と発見されています。この講演では、2つの地

域でどんな化石が発見されているのかを解説し、丹波地域で進められている

発掘調査についてもご紹介します。 

＊当日、移動博物館車、アンモナイトのレプリカ作り体験あり（一部有料） 

丹波竜の復元模型 

講師 田中 公教 

 （兵庫県立大学 准教授  

  兵庫県立人と自然の博物館 

         主任研究員） 



 

 

日時 ３月２２日（土）13：３０～15：00 

場所 市立図書館 ２F視聴覚室 

参加費 無料  定員 ６０名 

内容 

 瀬戸内海は海上交通の大動脈であり、沿岸には経済の

中心地大阪などの大都市が立地します。明治維新後、帝

国陸軍はここを守るために鳴門要塞を含む多くの要塞を

築きました。門崎砲台をはじめ、瀬戸内海の当時の様子

に迫ります。 

 

講師 坂井 尚登氏 

日本城郭史学会評議員・軍事史学会会員 

 

講演会 

「明治期の瀬戸内海と要塞築城」 
-由良・鳴門要塞と芸予要塞大久野島砲台群を中心に- 

1947年撮影「三原郡史」より 
開口部の形がはっきりと見える。記録上では、みさき荘

建設のため、取り壊されたとされていた。 

ポイント 

・講師は専門誌「歴史群像」など執筆多数 

 （瀬戸内の海賊城と近代要塞） 

・門崎砲台だけでなく明治以降の瀬戸内海 

 の様子がわかる！ 

門崎砲台の内部 


